
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 放課後子どもプラン推進事業（穂坂小放課後子ども教室） 担当課 教育課

細分化した事業名

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 将来を担う子どもをのびのびと育むまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 子どもが夢を持ち続けることができる教育の充実

施策 学校教育の充実

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

放課後における児童の安心・安全な居場所づくりと、地域住民との交流を含めた活動による健全育成

事業の手段 

穂坂小学校内に放課後子ども教室を開設し、異年齢間交流による成長や、勉強・スポーツ・文化活動・地域住
民との交流活動の場を提供することにより、子ども達が心豊かで健やかに育つ環境づくりを推進する

日常活動に加え、月ごとに、地域住民による読み聞かせ、工作教室、理科教室、ゲーム大会、HIPHOPダンス
教室等を開催している。

事業の対象

穂坂小学校に在籍している児童

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 6,553 17,432 8,006
財
源
内
訳

国・県支出金 2,052 1,768 2,086

その他（使用料・借入金ほか） 700

一般財源 4,501 15,664 5,220

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.03 0.03 0.1

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 194 203 671

D 総事業費(A+C) (千円) 6,747 17,635 8,677

主な事業費用の

説明 
コーディネーター・学習アドバイザー（非常勤嘱託職員）賃金、安全管理人・学習アドバイザー派遣業務委託 

H26 は放課後子ども教室を１．８倍の面積に改修整備の経費が加わり総事業費が増えた。 

Ｈ27.10 より利用者負担金の徴収を開始したため、財源のうち、その他の項目が発生した。これは放課後児童クラブが有料

であることに照らし合わせたものである。なお、土曜日は韮崎児童クラブへの参加ができるようにした。 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
年間開設日数 234日 233日 241日

２
登録児童数／穂坂小
児童数

利用許可者（４月１日現在） 78/９３人 83/９１人 78/89人

３
年間利用児童数 利用者実績（延べ児童数） 8,616人 10,653 人 10,759 人

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
学校授業日＋長期休業日のほぼすべてにおいて開設している

２
学校在籍児童数は減少してきているが、在籍児童数は減少していない
（９１→９４→８９）

３



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
利用率 登録児童数／穂坂小在籍児童

数（５月１日）（％）
85.7 88.3 87.6

２
１日あたりの平均利用児
童数

年間利用児童数／事業日数
（人）

36.8 45.7 44.6

３
地域イベントへの参加者
数及び開催回数

25～30人

／1回

25～30人

／1回

42人

／2回

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
穂坂小学校在籍児童のうち平均約８７％の児童が登録しており、放課後子ども教室の魅力が

支持されていると考えられる。

２
１日あたり平均４４．６人と、教室の改修により多くの児童が利用している。

３
HIPHOPダンスを練習し、穂坂町の文化祭や生涯学習フェスタ等の地域イベントにおいて、成果を
披露している。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
・穂坂小児童の多くが登録しており利用ニーズが高いが、穂坂小放課後子ども教室運営委員会において利用者代
表者や社会教育代表者、学校関係者等の意見を取り入れ、より良い運営を目指す。
・今後も少人数活動の利点を活かし、地域の文化祭等に子ども教室として積極的に参加するなど、地域住民との
交流を深めていく。

過去
の 
改善
経過

・平成２６年 施設の拡張整備（４１．５１㎡ → ７４．９２㎡）

・平成２７年１０月～ 利用者負担金の徴収及び、土曜日の韮崎児童クラブへの参加を可能にした。

課長所見
毎日開催し参加率の高い地域密着型の放課後子ども教室としての特色が認められ、文部科学大臣表彰を受

けた。今後も運営委員会と相談をしながら事業を進めていきたい。


